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　　訪日前に期待したこと（訪日動機）

(資料)日本政府観光局(JNTO)「訪日外客訪問地調査2009年調査結果」
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　　訪日前に期待したこと（訪日動機）　　国別

(資料)日本政府観光局(JNTO)「訪日外客訪問地調査2009年調査結果」
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　　訪日前に期待したこと。訪日して満足したこと。

(資料)日本政府観光局(JNTO)「訪日外客訪問地調査2009年調査結果」
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　　特に満足した食事

(資料)日本政府観光局(JNTO)「訪日外客訪問地調査2009年調査結果」
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　　特に満足した食事（性別）

(資料)日本政府観光局(JNTO)「訪日外客訪問地調査2009年調査結果」
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　　特に満足した食事（年齢別）

(資料)日本政府観光局(JNTO)「訪日外客訪問地調査2009年調査結果」
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韓国の食文化・食習慣の例

訪日韓国人旅行者の日本に対するイメージ

①  先端産業、流行文化、温泉、ショッピング、グルメ、ゴルフ、
スキー、日本の伝統旅館などに高い関心を示す。 

②  日本に対して「安全で清潔な国」「人々が親切で好感が持て
る国」「アニメ・漫画文化の国」「生活や教育水準が高い
国」「韓国から近い」などの印象を持つ。 

食に対する意識

①  飲食を通じてコミュニケーションを図り、人間関係を大切に
する文化を持っている。他人と一緒に食事を取り、会話を楽

しむ習慣を持つ。 

②  「薬食同原」の食観念のもと、食事と健康は密接な関係があ
り、すべての食事は体の調和を図る薬だという意識が食生活
の根底にある。 

③  韓国では「ウェルビーイング」（Well-being）と呼ばれる健
康で豊かで美しい人生を営む新しいライフスタイルがブーム
であり、有機農法で栽培された野菜やスローフードなど、身
体によい食べ物には目がない。伝統食への回帰にもつながっ

ている。 

食に対する禁止事項と嫌悪感

①  基本的には、相手の許可がない限り、目上の人の前でお酒は
飲んではいけない（飲む場合は、目上の人から顔をそむけて

飲む）。 
②  同様に、基本的には、目上の人の前でタバコを吸ってはいけ

ない。 
③  人前で鼻をかむことは下品と見なされる。 

日本の食事で好まれるもの／嫌われるもの

よいおもてなしのためのポイント

①  有機農法野菜など、健康によい食材や料理を提供すると非常
に喜ぶ。 

②  テーブルに沢山のお皿を並べて出すと喜ばれる。料理や食材
の効能（健康に及ぼす良い影響）を説明すると喜ぶ。 

③  韓国人は汁物がないと食事をした気にならないため、鍋など
の汁料理を提供すると喜ぶ。 

④  コチジャン、赤味噌、韓国産キムチを提供できれば、とても
喜ぶ。 

①  寿司・刺身をはじめとする海の幸全般、Ｂ級グルメ（ラーメ
ン、たこ焼き、お好み焼き、トンカツなど）の人気が高い。 

②  おかずの数と量が少ないことに対して不満を持つ。また、本
来温かく食べる料理が冷たい状態であることを嫌うため、冷
たくなった食事を嫌う（お弁当、ざるそばなど）。 

国土交通省 近畿運輸局 
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韓国　　日本の食事で好まれるもの　＜食事内容＞

・ 海の幸全般を好む（刺身を食べる文化が存在する）。韓国には多数の寿司店があり、寿司は高級料理として好まれる。
・ Ｂ級グルメ（ラーメン、たこ焼き、お好み焼き、トンカツなど）の人気が高い（韓国でも食べられている）。北海道のカニ、シャケ、乳製品、
大阪のたこ焼き、広島のお好み焼き、高松の讃岐うどん（讃岐うどんは韓国でもよく知られている）、長崎のチャンポンなど、日本の全国

各地の料理を好む。
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台湾の食文化・食習慣の例

訪日台湾人旅行者の日本に対するイメージ

①  日本の現代文化・大衆文化、ショッピング、日本食、四季の
自然の魅力などに高い関心を示す。台湾では、料理番組、旅

番組など日本のテレビ番組放送されており、様々な情報がリ
アルタイムで入手できる 

②  日本に対して「親切」「洗練」「安全」「清潔」「交通が便
利」「文化が近い「観光地が近い」といった印象を持つ。 

食に対する意識

①  「吃喝玩樂」（チー・ホ・ワン・ロー）という言葉があり、
食べて（＝吃）、飲んで（＝喝）、遊んで（＝玩）、楽しむ

（樂）ことが大好きな台湾人の国民性を表している。 
②  「医食同源」の思想のもと、全ての食材には固有の性質があ

り、食べることで身体が冷えたり温まったりすると考える。
そのため一般的に、温かい食事を好み、冷たい食事は好まな
い。 

③  料理の量、品数、味を重視する。料理の見栄えよりも、食事
の分量と品数に意味があり、おいしいものをたくさん食べた
いと考える。 

食に対する禁止事項と嫌悪感

①  冷たい料理が苦手である。生ものを食べる習慣が少ない。 
②  「素食家」（台湾のベジタリアン）は肉と魚を一切食べず

（油や出汁も含む）、卵、乳製品、根菜（ネギ、ニンニクな
ど）を食べない人もいる。また、宗教上もしくは健康上の理

由から、時々（1日だけ、1週間だけなど）、肉食を避ける人
も多い。 

③  牛肉を食べない人も多い（牛が農耕用に使われた時代の名残
と言われる）。 

日本の食事で好まれるもの／嫌われるもの

よいおもてなしのためのポイント

①  冷めた食事を好まないため、なるべく温かい状態で料理を出
すとよい。 

②  テーブルに沢山のお皿を並べて出すと喜ばれる。また、バイ
キング形式やおかわり自由など、自分が食べたい分量を食べ
たいだけ食べられるようにすると喜ばれる。 

③  食事の際に必ずスープを飲むので、スープ類を提供すると喜
ばれる。 

①  日本の牛肉（焼肉）がとても好まれる。また、寿司、トンカ
ツ、カレーが大好きである。 

②  鍋料理が人気のメニューであり、冬も夏も鍋料理が好まれる。 

③  見た目が少ない料理を嫌がる傾向にある。特に、朝食ビュッ
フェでは品数が少ないとがっかりされる。 

国土交通省 近畿運輸局 
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台湾　　日本の食事で好まれるもの　　＜食事内容＞
・ 日本の牛肉がとても好まれる。特に、焼肉に人気がある
・ 寿司、トンカツ、カレーが大好きである。
・ 豆腐と湯葉は、台湾でも一般的に食べられるため、好まれる（ただし日本の湯葉は台湾と比較すると高価である）。

・ 鍋料理は、刺身を食べられない人が鍋に入れて食べることができるため、人気のメニューである。冬も夏も鍋料理が好まれる（夏には涼しい場所
で食べる）。

・ 和食も好まれる（同じ和食でも安価で味気ない和食は好まれない。おいしいもの、素材がよいもの、高級なものが好まれる）
・ 日本の海苔、玉子焼き、天ぷら、うどんも好まれる。
・ 薄い味付けを好み、すき焼きよりしゃぶしゃぶが好まれる。

・ テレビの日本番組の影響もあって、会席料理は日本のごちそうと認識されている（ただし全体的に味付けが薄いと感じられるため、おいしさが十
分に理解できない）。

・ アイスクリームもとても好まれる。
・ 本場の台湾料理を1 週間に最低1 回は食べたいと感じる。
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中国の食文化・食習慣の例

訪日中国人旅行者の日本に対するイメージ

①  最新電化製品やブランド品などのショッピング、伝統的な文
化・雰囲気、富士山や桜など日本独特の景観や自然の観光に

高い関心を示す。 

②  日本に対して「生活、教育水準が高い国」「桜」「富士山」
「ブランド家電製品」という印象を持つが、まだ日本のこと
をよく知らない人が多い。 

食に対する意識

①  中国は食文化の国であり、食への意識が強い。 
 漢書には「王以民為天、民以食為天」 

 （王は民を以って天と為し、民は食を以って 
　　天と為す）」という言葉がある。 

②  「医食同源」の思想のもと、健康にも気を遣っている。全て
の食材には固有の性質があり、食べることで身体が冷えたり

温まったりすると考えており、一般的に、温かい食事を好み、
冷たい食事は好まない。 

③  中国人にとっての最大のもてなしは美味しい食事を提供する
ことである。中国文化は宴会を楽しむ文化で、食事を取りな

がら他人と交際することが一般的である。 

食に対する禁止事項と嫌悪感

①  中国人におおむね食事上の禁忌はない。 

②  生ものは好まれない。また、冷たいものは好まれない。 

③  食事中にお茶や水を飲むと、胃酸が分泌し消化によくないと
される（お茶や水は、食前か食後に飲み物とされる）。 

日本の食事で好まれるもの／嫌われるもの

よいおもてなしのためのポイント

①  料理の分量を日本人よりも多目に提供すると満足してもらえ
る（中国人は日本人よりたくさんの分量を食べるため）。 

②  テーブルに沢山のお皿を並べて出すと喜ばれる。バイキング
形式、おかわり自由など、食事の内容や分量を選べる食事は

喜ばれる。 
③  食事の際に必ずスープを飲むので、スープ類を提供すると喜

ばれる。 

④  食後に果物を提供すると喜ばれる（食後に果物をたくさん食
べる習慣があるため）。 

①  多くの分量と品数を提供し、料理に豪華な雰囲気を持たせる
ことが、なによりも大切である。そのため、料理の分量と品

数が少ないことに対して不満を持つ（和食には分量が少ない
という印象を持つ）。 

②  肉が大好きなため、特に焼肉の人気が高い。 
③  たくさんの種類の料理を楽しめるバイキング形式、お代わり

ができるご飯には人気がある。 

④  生ものは食べない人が多く、また中国人にはおいしさが分か
りづらい。刺身や生キャベツなどに抵抗感を感じる人もいる。

魚料理を嫌う人もいる（内陸部では魚料理を食べ慣れていな
いため）。 

国土交通省 近畿運輸局 
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中国　　日本の食事で好まれるもの　　＜食事内容＞

・ 肉が大好きなため、特に焼肉の人気が高い。
・ 天ぷら、日本のお米（中国米と比較して味がよいと人気）、温泉旅館の小鍋料理（温かい料理を自分専用の鍋
で楽しめる）、ラーメンも人気がある。

・ 寿司、刺身、和食を好む人も増えてきたが、基本的には保守的だと考えた方がよい。
・ うどんは、軽い食事として好まれる。
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米国の食文化・食習慣の例

訪日米国人旅行者の日本に対するイメージ

①  伝統文化・歴史（寺社仏閣、相撲、生け花など）、日本の
ホップカルチャー、日本食に高い関心を示す。 

②  日本に対して「日が昇る国」「おいしい日本食」「忍者、侍、
芸者などの文化」「禅の静寂」といった印象を持つ。 

食に対する意識

①  食文化に関する興味は非常に強い。 

③  新しいもの、流行のものを好む傾向にある。 

④  食事を簡便に楽しむことを好む。 

⑤  打ち解けた雰囲気や個人の好みに合わせた　　　　　　　　　
サービスを高く評価する。 

⑥  美食と健康に対する意識が強く見られる。 

食に対する禁止事項と嫌悪感

①  動物の原形が残る料理を好まない。 

②  贓物に嫌悪感を起こす。 

③  数多くのベジタリアンが存在する。 

日本の食事で好まれるもの／嫌われるもの

よいおもてなしのためのポイント

①　　和風、コンチネンタル、アメリカンなど、異なるタイプの朝食を用意
　　　　し、選択できるようにするとよい。朝食以外の食事でも、選択肢が

　　　　あることは高く評価される。

②  日本特有の味付けや調理方法などは、興味深く思われる。

③　個人の好みに合わせてもらうこと、サービススタッフにアテンドして

　　　もらうことを高く評価する（英語、日本語で話しかけるなど）。

④  　米国では、特に高級旅行を嗜好する消費者の間で「カリナリート
ラベル」（Culinary Travel）が定着しており、旅先で料理教室に参
加したいと考える人もいる。料理の方法や料理を学べる場所など

について情報提供をすると喜ばれることもある。 

①  日本食は健康食というイメージを持っている。寿司、刺身、
鉄板焼き、天ぷらの人気が高い。 

②  食材が分かりやすいシンプルな調理による料理（網焼きなど）を好
む。ただし、肉・魚・卵の焼き具合には注意する方がよい。

③  料理の分量が少なく、ポーションサイズが小さいことが嫌われる。

④  愛想がないサービススタッフは好まれない。 

国土交通省 近畿運輸局 
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　米国　　日本の食事で好まれるもの　　＜食事内容＞

・ 寿司、刺身、鉄板焼き、天ぷらの人気が高い（米国人は寿司と刺身を同じものだと考えている）。豆腐も好まれる。日本食は健康食という
イメージを持っている。
・ 一般的にシンプルな調理による料理を好む（食材が分かりやすい料理、網焼きによる料理など）

・ 繊細な日本料理も食べるが、一般的に受け入れられているわけではない。
・ 米国内陸部の人は魚を食べ慣れていないため、日本では魚料理を試してみたいと考えている。

・ コストパフォーマンスがよい料理を評価する。食べ放題の人気も高い。
・ 飲物は、ビール、ワインを好む。日本酒や焼酎も広く知られており、人気がある。 
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中国人訪日観光査証の見直しについて（１） 国土交通省 近畿運輸局 

別紙
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中国人向けの個人観光ビザについて、以下の見直しを実施（2010年7月より実施） 
①「十分な経済力のある者」の要件緩和　 

　　⇒「一定の職業上の地位及び経済力のある者」にビザ発給 

②本人が同行しない場合でも、二親等以内の家族にビザ発給 
③取扱公館、中国側旅行会社の拡大（北京、上海、広州の公館で48社→中国全土７公館で290社） 

中国人訪日観光査証の見直しについて（２）

【対象者】　  「十分な経済力のある者」と　　同行する家族（三親等以内）

【手続き】　日本側旅行会社の身元保証を得た上で、　　中国側旅行会社を通じてビザ発給を申請

【添乗員】　なし

【失踪防止策】　失踪者発生の場合に日本側及び中国側の旅行会社に課されるペナルティ（一定期間の取扱い停止措　
　　　　　　　　　　置）を団体観光よりも強化

【実施時期】　在外公館の体制整備を図りつつ２００９年７月から　　北京、上海、広州の公館において試行開始

【参考②】個人観光ビザ（2009年7月～） 
① ②

③

③

【対象者】中国全土の国民（所得要件なし・4名‐40名程度） 

【添乗員】日本側及び中国側旅行会社各１名（計２名）

（団体観光ビザ発給対象地域拡大の経緯）

2000年9月～

2004年9月～

2005年7月25日～

1.1億人
3.7億人
13億人

【参考①】団体観光ビザ（2000年9月～） 

北京 

瀋陽 

大連 

青島 

上海 

広州 

重慶 

※緑字・緑丸は公館所在地

国土交通省 近畿運輸局 
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今後も継続して、海外からの訪日旅行者数を着実に増
やしていくためには、外国人が高い関心を示す魅力を
海外にアピールするとともに、その適切な受入態勢を整
備していくことが非常に重要となってくる。

外国人客に日本での食事を安心して楽しんでもらい、同時に、
受入側となる飲食提供者が外国人客との無用なトラブルを避
けるために、外国人の多様な食文化・食習慣をよりよく理解し、
適切な対応を図ることが不可欠となる。

わが国の飲食提供者はその接遇能力を更に向上させることができる。
また、日本食の伝統を守りながら、外国人客に日本食を楽しんでもらえる
ような工夫を凝らすことも可能になるだろう。

外食産業の向上・発展につながる

まとめ

インバウンド誘客

受入体制の整備

外国人の食文化・食習慣を理解

日本食の伝統を守る

日本食を楽しんもらえる工夫

インバウンドの増加
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◇外食産業が狙う訪日外国人市場（TRAVEL JOURNAL 2010.6.28より）

・がんこフードサービスの例(店舗数９１）
「外国人観光客」　

　当初はトラブルの連続　→　単価が安い。予約客が来ない。人数変更は日常茶飯事。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　食べかすが散乱。

　　　　　↓

　食文化・習慣の違いはある程度仕方がない。少しでも口に合うように工夫。

　　　　　↓

　ツアー同行ガイドの口コミ

　　　　　↓

　2007年　英語、韓国語のサイトを開設
　　　　　↓

　現在、中国市場向けネット強化。現地でのプロモーション活動

　に重点。

　　　　　↓

　 ○年間22万人の外国人利用客数。

 　○中長期目標5年以内‐50万人。
　　（2,500円～3,000円へ単価の引き上げを目指す） がんこフードサービスHPより
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◇外食産業が狙う訪日外国人市場（TRAVEL JOURNAL 2010.6.28より）

・コロワイド東日本の例（甘太郎、贔屓屋、いろはにほへと）

　2008年洞爺湖サミットきっかけ。大型国際会議では外国人が増加を予測して誘致
活動。

　　　　↓

　北海道では年間1万7千人に。関西、関東に対象店を拡大。
　　　　↓

　2009年外国人観光客約5万9千人を集客。
　特に居酒屋チェーン店「北海道」を外国人観光客の受け皿として強化。

　　　　↓

　最大で100人の宴会が可。
　「いろり」「掘りごたつ」「のぼり旗」

　北海道の雰囲気を演出。

セルフオーダーでき
るタッチパネルを設
置。 イメージ
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◇外食産業が狙う訪日外国人市場（TRAVEL JOURNAL 2010.6.28より）

・ぐるなびー音声装置附きガイドブックの例
提供：株式会社ぐるなび 

本に掲載された文字をタッチすると
ネイティブの中国語が流れる音声
ペン

インバウンド用の開発を目指す


